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皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
お
揃

い
で
ご
健
勝
に
て
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
管
内
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
の
分
別
収
集
が
開
始

し
て
１
年
が
経
過
い
た
し
ま
し

た
。
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃

分
別
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
城
南
衛
生

管
理
組
合
に
お
き
ま
し
て
も
、
分

別
収
集
の
開
始
と
と
も
に
、
新
施

設
「
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
長
谷
山
」
を
稼
働
さ

せ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
の
資
源
化
を
開
始

い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
な

る
循
環
型
社
会
の
構
築
の

た
め
、
今
後
も
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
進
め
て
お
り
ま
す
折
居

清
掃
工
場
の
更
新
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
12
月
に
新
工
場
建

設
の
起
工
式
を
終
え
、
い
よ
い
よ

本
年
は
建
設
工
事
に
本
格
着
手
い

た
し
ま
す
。新
折
居
清
掃
工
場
は
、

最
新
の
設
備
に
よ
り
一
層
安
心
安

全
な
施
設
と
し
て
万
全
を
期
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
み

の
焼
却
熱
を
使
っ
た
発
電
設
備
や

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
ほ

か
、
屋
上
・
壁
面
緑
化
や
雨
水
利

用
も
取
り
入
れ
た
環
境
に
や
さ
し

い
施
設
と
い
た
し
ま
す
。さ
ら
に
、

D
B
O
方
式
（
公
設
民
営
方
式
）

に
よ
り
事
業
費
の
縮
減
や
効
率
的

な
事
業
運
営
を
図
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
平
成
30
年
度
の
新
施

設
稼
働
を
目
指
し
、
本
年
は
着
実

に
建
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
組
合
に
お
き
ま
し
て
は
、
今

後
も
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け

た
仕
組
み
作
り
や
環
境
に
配
慮
し

た
工
場
運
営
を
進
め
な
が
ら
、
管

内
廃
棄
物
行
政
の
推
進
の
た
め
、

一
層
業
務
に
励
ん
で
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
が
幸
多
い

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈

念
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
城
南
衛
生
管
理
組
合
議
会
を

代
表
い
た
し
ま
し
て
、
皆
さ
ま
に

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
環
境
問
題
は
私
た
ち
が

直
面
す
る
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

地
球
温
暖
化
や
生
物
多
様
性
な
ど

の
言
葉
を
日
常
的
に
見
聞
き
す
る

時
代
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
た

ち
一
人
一
人
が
、
ご
み
の
減
量
や

資
源
の
有
効
活
用
、
ま
た
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
に
よ
る

環
境
保
全
対
策
に
取
り
組

み
続
け
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
城
南
衛
生
管
理
組

合
に
お
い
て
も
、
さ
ら
な

る
循
環
型
社
会
の
推
進
の

た
め
、
昨
年
か
ら
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
リ

サ
イ
ク
ル
が
始
ま
り
ま
し

た
。
新
し
く
稼
働
し
た
施
設
「
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
長
谷
山
」は
、

粗
大
・
不
燃
ご
み
処
理
ラ
イ
ン
と

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
処
理

ラ
イ
ン
を
兼
ね
備
え
た
施
設
で
あ

り
、
最
新
の
設
備
で
管
内
か
ら
排

出
さ
れ
た
ご
み
が
処
理
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
進
め
ら
れ
て
い

る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
「
地

球
元
気
プ
ラ
ン
Ⅲ
」
も
、
今
年
で

３
年
度
目
に
入
り
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
効
果
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
の
リ
サ
イ
ク
ル
が

始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
そ
の

効
果
が
期
待
で
き
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

昨
年
末
は
、
新
折
居
清
掃
工
場

の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
い
よ
い
よ

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
折
居
清
掃

工
場
の
建
設
が
始
ま
り
ま
す
。
新

し
い
施
設
が
モ
ノ
を
大
切
に
す
る

気
持
ち
と
心
の
豊
か
さ
を
次
代
に

つ
な
げ
る
拠
点
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。
今
後
も
議
会
と
し
ま

し
て
は
、
管
内
廃
棄
物
行
政
に
つ

い
て
熱
心
な
議
論
を
重
ね
な
が

ら
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
環
境

の
向
上
の
た
め
全
力
で
諸
課
題
に

取
り
組
む
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
、

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

謹
賀
新
年



　
城
南
衛
生
管
理
組
合
の
議
会

は
、
構
成
市
町
選
出
の
議
会
議
員

22
人
を
定
数
と
し
、
毎
年
2
月
、

10
月
に
定
例
会
、
必
要
に
応
じ
て

臨
時
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
議
会
に
議
会
運
営
委
員
会
、

総
務
常
任
委
員
会
、
廃
棄
物
（
ご

み
・
し
尿
）
処
理
常
任
委
員
会
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
10

月
定
例
会
の
提
出
議
案
と
議
決
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
城
南
衛
生
管
理
組
合
職
員
退
職

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
制
定
す
る
に
つ
い

て
…
可
決

○
平
成
26
年
度
城
南
衛
生
管
理
組

合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て
…
認
定

○
監
査
委
員
の
選
任
同
意
を
求
め

る
に
つ
い
て
…
同
意

○
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の

職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

を
制
定
す
る
に
つ
い
て
…
可
決

○
平
成
27
年
度
城
南
衛
生
管
理
組

合
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

…
可
決

※
議
会
の
会
議
録
等
は
当
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま

す
。

１　職員の任免及び職員数に関する状況

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

４　職員の分限及び懲戒処分の状況

５　職員の福祉及び利益の保護の状況

６　公平委員会の状況

２　職員の給与の状況

（１）職員の採用・退職の状況

（６）一般行政職の級別職員数の状況� （平成27年４月１日現在）

（７）職員手当の種類� （平成27年４月１日現在）

（１）勤務時間の状況

（２）休暇の種類� （平成27年４月１日現在）

（１）分限処分者数（平成26年度）
　　 ・心身の故障による休職者：1人

（２）懲戒処分者数（平成26年度）
　　 ・該当なし

（１）健康管理（平成26年度）
　　 ・定期健康診断：122人
　　 ・特別健康診断：123人

（１）勤務条件に関する措置の要求の状況（平成26年度）：0件
（２）不利益処分に関する不服申し立ての状況（平成26年度）：0件

（１）人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

（４）職員の初任給の状況� （平成27年４月１日現在）

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成27年４月１日現在）

（３）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
� （平成27年４月１日現在）

（２）職員数の状況� （各年４月１日現在）

区分
採用 退職

平成26年４月１日から
平成27年３月31日まで

平成26年４月１日から
平成27年３月31日まで

行政事務職 4人 2人
技術業務職 7人 9人
合計 11人 11人

� 区分　
　部門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

平成27年 平成26年

一般行政
部門

総務関係 28人 27人 1人 欠員補充に伴う増員
施設関係 69人 71人 △2人 職の廃止等に伴う減員

合計 97人 98人 △1人

（注）　職員数は、地方公共団体定員管理調査において報告した人数です。

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　２　職員数は、平成26年４月１日現在の人数です。

（注）１　城南衛生管理組合の給与条例に基づく給料表の級区分による人数です。
　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
　　３　宇治市からの派遣職員は派遣元の条例を適用しているので除いています。

区分

住民基本
台帳人口
構成市町
26年度末

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
25年度の
人件費率

平成�
26年度

375,555
人

6,048,188
千円

60,457
千円

1,120,045
千円 18.5％ 22.3％

区分 職員数
Ａ

給与費 一人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・
勤勉手当 計

平成
26年度 98人 393,830

千円
105,039
千円

149,703
千円

648,572
千円 6,619千円

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

組合 42.6歳 317,287円 401,264円 360,900円
国 43.5歳 334,283円 ― 408,996円

区分 組合 国

一般行政職
大学卒 174,200円 174,200 円
高校卒 142,100円 142,100 円

区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 255,850円 334,434円 343,700円
高校卒 （該当なし） （該当なし） （該当なし）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１　級 主事、技師 12人 12.5％
２　級 主事、技師 12人 12.5％
３　級 主事、技師 16人 16.7％

４　級 課長補佐、所長補佐、工場長補佐、係長、
主査、主任 33人 34.4％

５　級 副所長、副工場長、主幹 8人 8.3％

６　級 会計管理者、次長、室長、参事、課長、
所長、工場長、議会事務局長 14人 14.6％

７　級 部長、理事 1人 1.0％

職員手当の種類

扶養手当、地域手当、住居手当、通勤手当、特殊勤務手当、
時間外勤務手当、休日勤務手当、夜間勤務手当、宿日直手当、
期末・勤勉手当、管理職手当、管理職員特別勤務手当、退職
手当

１週間の勤務時間 勤務時間 休憩時間

38時間45分 午前８時30分から
午後５時15分まで

正午から
午後１時まで

休暇の種類

年次有給休暇、忌引休暇、結婚休暇、生理休暇、産前休暇、
産後休暇、妊娠障害休暇、妊婦の通院休暇、妊婦の時間短縮
休暇、配偶者の出産休暇、育児休暇、参観休暇、傷病休暇、
夏季休暇、ドナー休暇、ボランティア休暇、公民権行使休暇、
官公署出頭休暇、災害復旧休暇、通勤困難休暇、父母の祭日
休暇、子の看護休暇、短期介護休暇、長期勤続休暇、介護休暇、
組合休暇

（２）公務災害（平成26年度）
　　 ・公務災害：1件
　　 ・通勤災害：0件

※平成26年度の年次有給休暇の平均取得日数は、15.3日です。

議
会
報
告

ト
イ
レ
の
使
用
状
況
に
関

す
る
実
態
調
査
に
つ
い
て

　

今
月
中
旬
頃
、
し
尿
収
集
（
く

み
取
り
）
登
録
世
帯
の
方
に
、
ト

イ
レ
の
使
用
状
況
に
関
す
る
調
査

票
を
送
付
し
ま
す
。
調
査
票
は
往

復
は
が
き
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
返
信
は
が
き
に
回
答
（
調
査

項
目
３
項
目
）
を
記
入
し
、
平
成

28
年
１
月
31
日
ま
で
に
ポ
ス
ト
に

投
か
ん
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

業
務
課

☎
０
７
５
‐
６
３
１
‐
５
１
７
１

平
成
28
年
度
分

指
名
競
争
入
札
等
の
参

加
資
格
申
請
（
追
加
分
）

を
受
け
付
け
ま
す

人事行政の運営等の状況を
お知らせします（平成26年度)

平成27年度 城南衛生管理組合職員募集のお知らせ
職種及び
採用予定者数

受験資格
（すべての条件を満たす方）

技術業務職A
（若干名）

・昭和60年4月2日から平成10年4月1日までに生まれた方
・学歴は問いませんが、学校教育法による高等学校卒業程度の
  学力を有する方

技術業務職B
（社会人経験者

対象）
（若干名）

・昭和55年4月2日以降に生まれた方
・学歴は問いませんが、学校教育法による高等学校卒業程度の
  学力を有する方
・民間企業等における職務経験が3年以上あり、かつ廃棄物処
  理、水処理その他の事業を行う施設等において、設備の維持
  管理や機器操作の業務に従事した経験が1年以上ある方

●受　付　期　間  平成28年１月7日（木）〜平成28年1月20日（水）

　　　　　　　　　（土日・祝日を除く８時30分から17時15分まで）

●第１次試験日時	 平成28年1月31日（日）9時から12時30分頃まで

※詳しくは、『職員採用試験実施要項』をご覧ください。要項は下記の市町等窓

　口で配布するほか、当組合ホームページからもダウンロードできます。（Ａ4判）　

●採 用 予 定 日	 平成28年４月１日

■
対
象　

城
南
衛
生
管
理
組
合
が

平
成
28
年
度
に
行
う
①
か
ら
③
の

指
名
競
争
入
札
等
に
参
加
を
希
望

す
る
者

①
建
設
工
事

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
業
務

③
物
品
購
入
等（
業
務
委
託
含
む
）

■
用
紙
交
付	

交
付
中
（
無
料
）

■
交
付
場
所	

京
都
府
八
幡
市
八

幡
沢
１
番
地　

城
南
衛
生
管
理
組

合　

本
庁
２
階　

財
政
課

※
用
紙
は
当
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.jyonaneikan.

jp/)

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

■
受
付　

①
期
間　

平
成
28
年
１
月
7
日

（
木
）～
平
成
28
年
１
月
29
日（
金
）

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）
持
参
ま

た
は
郵
送
に
て
受
付

②
時
間　

８
時
30
分
～
12
時
・
13

時
～
17
時

③
場
所
（
郵
送
先
）

〒
6
1
4
‐
8
5
1
1　

京
都
府
八
幡
市
八
幡
沢
１
番
地

城
南
衛
生
管
理
組
合　

財
政
課

■
資
格
有
効
期
間

平
成
28
年
４
月
１
日
～
平
成
29
年

３
月
31
日
（
１
年
間
）

■
郵
送
に
つ
い
て

‌‌

一
般
書
留
・
簡
易
書
留
い
ず
れ
か

の
方
法
ま
た
は
メ
ー
ル
便
な
ど
到

着
確
認
が
可
能
な
送
付
方
法
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
サ
イ
ズ
は
Ａ
４
と
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

財
政
課　

☎
0
7
5
‐
6
3
1
‐
0
7
7
4

★�ガラス教室　
　「立ち雛」
＊大きさ約15cm四方
時間：10時～12時
　　　13時～15時
参加料：900円
定員：各5人
＊後日引き取り

★�衣服教室　
　「小さな着物」
＊高さ約16cm、幅約18cm
時間：10時～15時
参加料：700円
定員：10人
＊昼食をご用意ください

申し込みはエコ・ポート長谷山
（☎0774-56-5556）へ

ゆめりあ うじで開催
１月12日（火）

城南衛生管理組合本庁2階　
事業部　総務課
宇治市役所西館3階　
市民環境部　ごみ減量推進課
城陽市役所2階  企画管理部  人事課

八幡市役所2階　総務部　人事課
久御山町役場2階　
民生部　環境保全課
宇治田原町役場2階　総務課
井手町役場3階　産業環境課

●問い合わせ先　城南衛生管理組合　総務課（☎075-631-0772）

起工式での鍬入れの様子

新施設の完成予定図 ▼

※国籍は問いませんが、地方公務員法第 16条の規定による成年被後見人又は被
　保佐人等の欠格条項に該当する方は、受験することができません。

　

監
査
委
員
の
任
期
満
了
に
よ

り
、
組
合
議
会
10
月
定
例
会
で
、

小
川
均
氏
が
新
た
に
監
査
委
員
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
小
川
氏
の
任

期
は
平
成
27
年
11
月
28
日
か
ら
4

年
間
で
す
。

城
南
衛
生
管
理
組
合
　

監
査
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

安全面・環境に配慮したごみ焼却施設

新折居清掃工場起工
（仮称）

　
現
在
の
折
居
清
掃
工
場
（
昭
和
61
年
竣
工
）
の
老
朽
化
に
伴

い
、
新
た
に
建
設
す
る
新
折
居
清
掃
工
場
の
起
工
式
を
行
い
ま

し
た
。

　
新
施
設
は
、
最
新
の
設
備
に
よ
り
安
全
面
・
環
境
に
配
慮
し
、

効
率
的
に
ご
み
処
理
を
行
う
施
設
と
し
、
平
成
30
年
度
の
本
格

稼
働
を
目
指
し
て
建
設
を
進
め
ま
す
。

　

12
月
1
日
、
折
居
清
掃
工
場

芝
生
広
場
内
に
て
行
っ
た
起
工

式
に
は
、
京
都
府
知
事
代
理
の

田
中
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局

長
、
長
野
議
会
議
長
ほ
か
組
合

議
会
議
員
、
地
元
自
治
会
・
町

内
会
の
役
員
、
隣
接
土
地
所
有

者
を
は
じ
め
と
す
る
御
来
賓
並
び

に
組
合
正
副
管
理
者
な
ど
関
係
者

約
70
人
が
出
席
し
、
新
た
な
施
設

の
着
工
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
山
本
管
理
者
に
よ

る
式
辞
、
田
中
京
都
府
知
事
代
理

及
び
長
野
議
長
に
よ
る
祝
辞
が
述

れ
る
と
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手

が
わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

式
典
の
最
後
に
は
宇
治
白
川
産
の

玉
露
で
乾
杯
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
し
く
建
設
さ
れ
る
施
設
は
、

現
施
設
の
敷
地
内
に
建
設
予
定

で
、
ご
み
の
排
出
量
減
少
に
伴

い
、
現
施
設
の
半
分
の
処
理
能
力

と
し
ま
す
（
２
炉
の
日
量
処
理
能

力
１
１
５
ト
ン
）。

　

施
設
は
、
最
新
の
画
像
認
識
シ

ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、

安
心
・
安
全
に
ご
み
処
理
が
行

え
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ご
み
の
焼
却
熱
を

使
っ
た
発
電
設
備
を
取
り
入
れ

る
ほ
か
、
屋
上
・
壁
面
緑
化
、

太
陽
光
発
電
、
屋
根
の
雨
水
利

用
も
取
り
入
れ
、
環
境
に
や
さ

し
い
施
設
と
し
ま
す
。
本
事
業

は
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
（
公
設
民
営

方
式
）
に
よ
り
、施
設
の
設
計
・

施
工
・
運
営
を
一
括
発
注
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
費
の
削

減
や
効
率
的
な
事
業
運
営
に
も

努
め
ま
す
。

　

27
年
度
は
主
に
仮
設
工
事
を

行
い
、
３
月
頃
か
ら
本
工
事
に

入
り
ま
す
。
新
施
設
が
完
成
し

た
後
に
現
施
設
を
解
体
し
、
緑

地
広
場
と
し
て
整
備
す
る
予
定

で
す
。

　

広
報
紙
で
は
、
今
後
も
新
施

設
の
工
事
進
捗
状
況
に
つ
い
て

随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。

べ
ら
れ
た
後
、
組
合
よ
り
事
業
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
鍬
入

れ
を
行
い
、
盛
砂
に
鍬
が
入
れ
ら



『声のエコネット城南』は、広報紙発行日の翌日午後４時からFMうじ（88.8MHz）で放送中。当組合ホームページでも聴くことができます。

2013年（平成25年）6月 （ 4 ）2016年（平成28年）1月

　

城
陽
市
に
は
、
小
学
２
年
生
の

時
に
住
み
始
め
ま
し
た
。
自
然
が

豊
か
な
落
ち
着
い
た
場
所
で
、
子

ど
も
の
頃
は
よ
く
友
達
と
山
に

登
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
山
の

中
で
近
道
を
見
つ
け
た
り
、
夏
に

は
カ
ブ
ト
ム
シ
を
採
っ
た
り
し

て
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
り

ま
す
。
今
で
も
実
家
の
あ
る
城
陽

　

中
学
３
年
生
の
時
に
自
転
車
競

技
に
憧
れ
、
初
め
て
出
た
記
録
会

で
２
位
を
獲
得
し
、
高
校
か
ら
本

格
的
に
自
転
車
競
技
を
始
め
ま
し

　

今
は
現
役
を
引
退
し
、
自
転
車

で
ト
ッ
プ
を
目
指
す
人
た
ち
の
指

導
・
環
境
整
備
を
す
る
ほ
か
、
自

転
車
レ
ー
ス
の
イ
ベ
ン
ト
の
運
営

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で

は
レ
ー
ス
に
出
る
側
で
し
た
が
、

レ
ー
ス
の
運
営
を
し
て
み
て
初
め

て
そ
の
大
変
さ
が
分
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
個
人
的
に
は
４
年
後

の
「
パ
リ
・
ブ
レ
ス
ト
・
パ
リ
（
パ

リ
か
ら
ブ
レ
ス
ト
ま
で
を
往
復
す

る
1
2
0
0
㎞
ブ
ル
ベ
）」
に
出

て
、
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　1969年生まれ。世界最大の自転車レースであ
るツール・ド・フランスに憧れ、高校入学と同時
に本格的に自転車競技を始め、数々の大会で入賞。
高校卒業と同時にオランダへ自転車留学する。
　プロとして、国内・海外の多くのレースで活躍
した後、現役を引退し、現在は自転車文化の創造
や後進の指導に努めている。

　
「
エ
コ
ネ
ッ
ト
城
南
」
に
つ

い
て
、
次
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お

答
え
く
だ
さ
い
。
回
答
者
の
中

か
ら
抽
選
で
10
名
に
1
0
0
0

円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

 
Q
１
．
ど
の
く
ら
い
の
頻
度

で
読
ん
で
い
ま
す
か
？

①
毎
月
読
む

②
時
々
読
む

③
ほ
と
ん
ど
読
ま
な
い

 

Q
２
．
内
容
に
つ
い
て
ど
う
思

い
ま
す
か
？

①
役
に
立
つ

②
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

③
役
に
立
た
な
い

 

Q
３
．
読
み
や
す
さ
に
つ
い
て

ど
う
思
い
ま
す
か
？

①
読
み
や
す
い

②
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

③
読
み
に
く
い

 

Q
４
．
ラ
ジ
オ
放
送
「
声
の
エ

コ
ネ
ッ
ト
城
南
」
に
つ
い
て

①
毎
回
聴
い
て
い
る

②
時
々
聴
い
て
い
る

③
聴
い
た
こ
と
は
な
い

 

Q
５
．
紙
面
に
つ
い
て
の
自
由

な
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

普
通
は
が
き
、
e
メ
ー
ル
、

F
A
X
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
次
の
宛

先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

（
宛
先
）

〒
6
1
4
‐
8
5
1
1

八
幡
市
八
幡
沢
1
番
地

城
南
衛
生
管
理
組
合　

総
務
課

（
e
メ
ー
ル
）

in
fo
@
jy
o
n
a
n
e
ik
a
n
.jp

（
F
A
X
）

0
7
5
‐
6
3
1
‐
7
2
9
6

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
図

書
カ
ー
ド
を
当
て
よ
う
！

市
に
は
時
々
帰
り
ま
す
が
、
昔
と

変
わ
ら
な
い
自
然
が
残
っ
て
い
る

の
で
、
当
時
を
思
い
出
し
と
て
も

懐
か
し
く
、
気
分
が
落
ち
着
き
ま

す
。

　

自
転
車
は
、
車
で
は
通
れ
な
い

所
に
も
行
け
ま
す
し
、
こ
れ
ま

で
自
転
車
で
景
色
の
き
れ
い
な

所
も
た
く
さ
ん
見
て
き
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
自
転
車
が
メ

ジ
ャ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
と
認
識
さ

れ
、
自
転
車
が
優
先
さ
れ
た
環
境

や
交
通
マ
ナ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
車
社
会

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
自
転

車
は
エ
コ
な
乗
り
物
で
す
し
、
現

在
で
も
毎
日
通
勤
に
は
自
転
車
を

使
用
し
て
い
ま
す
が
、
道
に
ご
み

が
落
ち
て
い
る
と
悲
し
く
な
り
ま

す
し
、
環
境
の
こ
と
を
考
え
、
家

で
も
ご
み
の
分
別
は
徹
底
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
々

と
の
出
会
い
の
中
で
、
一
緒
に
自

転
車
が
安
全
に
走
り
や
す
い
環
境

の
整
備
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き

た
い
で
す
し
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
、

普
段
の
生
活
で
環
境
に
つ
い
て
考

え
た
り
、
行
動
し
て
み
て
ほ
し
い

で
す
。

思
い
出
深
い
地
元

「
城
陽
市
」

自
転
車
競
技
を
通
し
て

現
在
の
取
り
組
み

三
み

船
ふね

　雅
まさ

彦
ひこ

　さん

た
。
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
レ
ー

ス
に
出
て
き
ま
し
た
が
、
ど
の

レ
ー
ス
も
印
象
的
で
、
全
て
の

レ
ー
ス
に
お
い
て
天
候
や
メ
ン

バ
ー
な
ど
、
今
で
も
覚
え
て
い
ま

す
。
私
は
、
若
い
頃
か
ら
毎
日
日

記
を
つ
け
て
練
習
や
体
の
状
態
を

記
録
し
て
き
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
の
単
身
修
行
は
つ
ら
か
っ
た

で
す
が
、
毎
日
を
振
り
返
り
、
継

続
し
た
努
力
が
世
界
選
手
権
の
出

場
や
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

エコ・ポート長谷山で開催
○＝工房開催日

引き取り

申し込み・問い合わせ先　エコ・ポート長谷山 ☎ 0774（56）5556

工房・教室・引き取りのお申し込みは、1月5日（火）８時30分から電話で先着順にて受付

●着物・衣服の訪問引き取り 
●自転車の訪問引き取り 

（休館日：毎週水
曜日・木曜日）

1月16日（土） 1月17日（日）

ガラス 衣服 自転車

9日（土）

10日（日）

11日（月）

○ ○ ○

15日（金） ○ ○ ─

16日（土）教室 ○ ○

17日（日） ○ 教室 ○

23日（土） ○ ○ ○

24日（日）教室 ○ ○

30日（土） ○ ○ ○

31日（日） ○ 教室 ○

1月29日（金）

申し込み締め切りは1月16日（土） ＊再利用できるものに限ります
＊直接持ち込んでいただくこともできます。自転車を持ち込ま
れる際は、本人確認できるもの（免許証等）をお持ちください。

1月24日（日）

★衣服教室
「干支のタペストリー」

3種（子・丑・寅）から1個選択
＊大：縦約10cm、横約10cm
　小：縦約5cm、横約6cm
時間：10時～15時
参加料：各500円　定員：10人

（台は別売り500円）
＊昼食をご用意ください

★ ガラス教室「かぐや雛」
＊高さ約12cm、幅約7cm
時間：10時～12時
　　　13時～15時
参加料：900円
定員：各5人
＊後日引き取り

1月31日（日）
★ ガラス教室
「明かりのおひな様」
（砂吹き細工）

＊高さ約15cm、幅約8cm
時間：10時～12時
　　　13時～15時
参加料：500円
定員：各4人

★着物リフォーム教室（着物から鞄へ）

1月は休みます
1月25日（月）（先着20人）

☆工房の体験メニュー（開催日
は左の表参照・予約制）
◆ガラス工房…電気炉・砂吹き・
バーナー細工でガラス作品作り

（全15種類の中から選択）
◆衣服工房…帽子、ブローチ、
ストラップなどの布作品作り

（全12種類の中から選択）
＊作品例はホームページに掲載
◆自転車工房…自転車の修理・
　　　　　　　組立体験

三
船
　
雅
彦
　
さ
ん

　
城
陽
市
出
身
で
、
自
転
車
の
プ
ロ
レ
ー

サ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
た
三
船
雅

彦
さ
ん
。
10
月
に
行
わ
れ
た
環
境
ま
つ

り
で
も
、
環
境
講
演
会
の
講
師
と
し
て
、

自
転
車
の
レ
ー
ス
の
こ
と
や
環
境
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
講
演
会
で
聞
け

な
か
っ
た
お
話
に
つ
い
て
も
お
伺
い
し

ま
し
た
。

新春特別
インタビュー
新春特別
インタビュー

元
自
転
車
プ
ロ
レ
ー
サ
ー

新
春
お
年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト

★ 衣服教室「数寄屋袋」
＊縦約16cm、横約22cm
時間：10時～15時
参加料：1,000円   定員：10人
＊昼食をご用意ください
＊茶杓はつきません
＊小物入れにも使えます


	2016-1-1 (3)
	2016-1-23-3 (3)
	2016-1-4-2 (3)

